
輸出事業計画
（株）マーベルコーポレーション 品目：製材

【現状】
・台湾においては日本の木材は節があるなど強度的に劣る面があるが、価格が高止まりしている。
・北米・東南アジアからの輸入に頼っていた木材が、ウッドショックにより、価格が高騰し、
ウッドマイレージの面からも距離の近い日本から輸入したがっている。
・中国との外交上のリスクから、古くから友好関係ある日本との取引を増やしたがっている。
【課題】
①国内で木材に防腐薬剤の注入加工を行ってから輸出する場合、木材の含水率が高くなり、輸送

コンテナ内で水分蒸発が起こるため、材の伸縮による割れや反りが起こるなどの問題が発生している

こと。

様式２

１．輸出における現状と課題

①現地に防腐加工等が行える生産加工施設を新設し、施工直前に加工ができる体制を構築する。

更には、台湾国内での木材保存の技術的優位性を実証するために、台湾国のCNS規格の認証取

得を視野に入れている。

②台湾木材企業との持続的な連携体制を築いていくため、日本からは、大径木を中心とした日本産

杉や桧材を、大きくあらびき製材までの加工でとどめて、 コンテナに効率よく入る規格にして、台湾

へと輸出し、仕上げ加工を台湾木材企業において行えるようにする。

２．輸出事業計画の取組内容

４．輸出目標額

Ｐ：ＪＥＴＲＯ福井（市場動向、規制等の情報を把握し、計画、企画づくりを支援する）
Ｄ：マーベルコーポレーション（計画に基づき、事業を運営管理実行する）
Ｃ：福井県（事業運営が適正に順調に推移しているかチェック、確認しフォローする）
Ａ：マーベルコーポレーション（実行内容を検証し、事業全体が確実に遂行できるように行動、運営していく）

３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制

現状 令和５年度 目標 令和１１年度

輸出額（千円） 6,200 100,000

輸出量（㎥） 25 400

輸出国 台湾 台湾

（株）マーベルコーポレーション 木材調達、加工
ふくい県産材協同組合
美山町森林組合
(有)平田木材、西島木材(株)

協力情報支援
JETRO福井
福井県

交流支援
日台交流協会

薬剤 （株）片山化学研究所


